
北
津
軽
郡
五
所
川
原
町

発
行
所
 
五
所
川

原
町

役
場
 

電
話（二
八
番一
一
一
一
一
毅
）
」
 

醗
晦
臓
 
庶
務
録
 

贋

報
係
 
一

印
刷
所
 
陸

奥
印

刷
株
式

会
融
 

瀞
如
 
三
姦
鍛
 

ー
 
、
ノ
、

5
、
‘
、
く
く
ノ
，
‘
,I、
、
・
、・
，‘
ノ
、‘
、I
(？
、く
J、
j、
I一
 

螺
廊「
麟
 

螺
廊「
鶏
 

ネ

ズ
 
ミ

と
り
 
コ
 
ン
 
ク

ー
 
ル

当
選
番
号

表
・
一

・
 

賞
品
は
各
保
健
所
に
て
授
典
式
終
了
後
役
場
よ
り
当
選
者
に
交
付
の
予
定
 

等 

自転車又はラジヲ 
33234 

（五球スーパー） 

等 06355 
服地一一蒲分 34352 

（男物又は女物） 

等 33802 

茶タンス又は 
06772 

テ ― ブ ル 32445 

24067 
等 

皮 	靴 

-50583 
06581 
57230 

等 下
 
3
3
5
9
2
9
5

ー
  

三
 
。，
4
8
5
8
3
0
2
  

桁
  
5
7
3
8
9
9
1
6
  

L
q9
5
 
4
75
0
 五
  
4
72
1
 

 

桁

9
60
69
6
 
桁

I
04
8
 

 

下
 

下

5
3
  

タ 

オ 

,レ 

本 

傘
翼
 

一
月
九
日
付
 

害
 
記
 
癖
 
藤
 
義
 
吉

町
立
病
院
本
務
長
心
得
兼
務
を
命
ず

る
 

啓
 
訓
 
認
井
斉

左
衛
門

町
立
病
院
事
務
長
代
理
を
解

く
 

一
月
十
六
日

付
 小

田
桐
 
久
 
江
 

臨
時
雇
を
命
ず
る
 

冷
牡
務
課戸
籍
係
勤
務
を
命
ず
る
 

一
月
十
日
付
 

佐
々
木
 

喜
 
郎
 

主
事
補
を
命
ず
る
 

公
民
舘
職
員

に
任
命
す
る
 

報
 

町
 

原
 

所
 

五
 

昭和 28 年 2 ]1 日
 

号
 

第
 

力
を
得
ま
し
て
、
多
期
聞
の
災
唯
を
未
然
 

い
叫
七
ョ
，
】
 
‘
1で
 
一
，
ー司
1
→
‘
 
‘ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
札
申
上
げ
ま
す
o
 ま
す
が
・
操
作
に
際
し
て
水
圧
の
均
衡
が
 

で
す
。
各
家
庭
で
も
奪
の
始
末
に
お
困
り
ー
 
す
る
こ
と
く
 

全
部
で
四
万
四
千
八
百
七
十
匹
の
ネ
ース
ミ
 
共
れ
は
一
月
の
最
濁
水
期
に
際
し
て
も

の
事
で
し
よ
う
が
、
此
の
場
合
火
事
で
も
一六
い
洛
家
庭
＼
m
必
ず

字

リ
に
水
を

ー
か
退
治
レ
た
町
 

山
事

o
史
掛
時
間
片
町
む
卿
水
引
す
る
予

発
生
致
し
た
ら
大
変
加
事
に
な
り
ま
す
の
 
嚇
満
し

て
常
噴
け
遣

＼
い

一
「
ト
、
 
郵
明
も
皆
機
の
御
勢
に

よ
り
ま
し
て
引
句
下
も
相
m
川
加
川
水
「
か

加
源
ど
 

連
日
の
降
雲
に
舞
の
捨
場
の
な
い
状
聾
五
，
ス
ト
ー
ブ
「
コ
タ
ツ
に
は
充
分
注
意
り
コ
ン
ク

ー
ル
を
央
施
し
た
と
こ
ろ
孫
下

い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
o
 

で
、
消
防
署
で
は
町
内
の
皆
様
方
の
御
協
七

い
秋
攻
挑
女
ゆ
潟
冷
批
電
轟
詠
ひ
電
「

二
百
斜
ル
？の
引
ズ
。
馴
田

つ
て
泉
て
頂
き
か
清
か
」
原
い
か
蛋
引
h粕

を
し
ぐ
加
り
 

早
畑
鋤
翻
発
レ難
糾
mぐ
鵬
魯
“

か
二
酒
余
匹
の
ネ嘱
醸
時

1
2（味
て瑠
阪
精
の
濡

n交
泣
に
給
泳
を
達
鵬

ゆ
 

一
昭

和

一
一十

七
年
度

産
米
 

一
 

一
 

早
期

供
出

完
納

者
を
表

彰
一
 

当
町

の
昭
和
二
十
七
年
慶
産
米
供
出
割
組
合
長
を
左
の
如
く
決
定
し
た
。
 

当
 
二
、】」
四
七
石
に
対
ル
昨
年
1
一
田
け
 

組
合
畏
 

伊
 
藤
 
金
 
作
 

の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
 

供
米
の
早
期
完
納
は
供
米
制
度
始
つ
て

か
ら
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。
就
て
は
こ
れ

を
記
念
す
る
た
め
来
る
二
月
廿
三
日
役
場
 

新
聞
、
 ラ
ジ
オ
で
報
導

さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
中
郡
、
南
郡
方
面
に
豚
コ
レ
ラ
が
 

設
 
立
 

さ
 
る
 

大
町
納
椀
貯

蓄
組
合
 

非
常
に
流
行
し
て
お
リ
ま
す
。
甚
だ
俳
染
 

力
の
強
い
病
気
で
、
死
亡
率
も

一
O
O
%
 

の
水
項
に
御
注
意
下
さ

い
。
 

に
近
い
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
特
に
次

一
、
早
期
発
見
に
努
め
疑
わ
し
い
豚
は

す
ぐ
隊
医
師
に
診
断
す
る
こ
と
。
 

ニ
、
豚
舎
に
仙
人
を
入
れ
な
い
こ
と
。
 

三
、
二
月
二
十
日
よ
リ
三
日
間
予
防
注

射
を
行

い
ま
す
か
ら
、
豚
の
飼
養
者

良
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
よ
う
 

一
 

一
 

（
一
 
月
 

田
町
 
石
 
岡
 

マ
 
サ
 

ー
 

緯
一
 （
古
本
）
七
拾
四
冊
 

△
特
別
職
の
微
員
の
給
料
に
関
す
る
嫌
例

大
町
 
小
 
関
 
て
る
ょ
 
咽
改
旧
峰
例
の
件

i
  

‘
ー

決
 

公
民
舘
備
付
と
し
て
寄
附
す
る
 

町
 

長
 

n
l五
、
〇
〇
o
円
 

A
極
析
川
原
町
乎
数
料
嫌
例
巾
改
旺
篠
劉
 
即
 

役
 
三

二
、o
o
。
け
 

齢

離
転
許
可
証
手
算

一件
価ぬ
 
叫

ス
瞬
 

ilル、心
念
「
 

A
五
所
川
原
町
報
酬
額
及
費
用
燐
償
額
並
 

「
ー
 
ー
 

『

・
，
巨
ー

ロ

そ
の
，給
興
万
法
備
例
中
改
正
嫌
例
り
件

ム
玉
所
川
寡
町
職
員
の
給
典
に
関
す
る
嫌
 

」
 

次
 
例
中
改
正
峰
例
の
件
 
可
 
決
 
 

に
防
止
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

一
、
罪
路
は
膚
く
踏
み
堅
め
て
自
動
車
ポ

ン
プ
の
走
行
に
支
障
の
な

い
機
に
致
し

ま
し
よ
う
。
 

防
火
線
、
貯
水
槽
、
水
道
消
火
栓

へ
 

の
零
投
を
ぜ
ざ
る
と
共
に
除
雲
に
御
協
 
「
御
代
官
役
所
の
井
戸
」
 

福
 
士
 
貞
 

蔵
 

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

煙
突

の
掃
除
、
火
焚
場
の
火
元
は
充
  

我
が
五
所
川
原
は
泥
炭
勝

に
成
立
つ
て
 

い
る
町
で
あ
る
関
係
上
，
何
所
に
井
戸
を

堀
つ
て
も
金
黛
が
強
く
、
水
道
布
設
前
は

町
民
が
飲
用
水
に
機
ん
だ
も
の
で
、
衛
生

上
は
勿
諭
，
町
発
展
上
に
も

一
大
支
障
で
 

非
常
ロ
を
必
ず
設
け
る
こ
と
。
 

△舞
殿
町
公
民舘
設置
嫌例
唯
雌
一
」＼
）
か
醸
髪
麟
報
騒
」
」
）
 

△綴
加
鷺
鍵
織
川
原
町唆
麓
騒

躍
か
鷺
報

認
鐸
“
 

需

講
難
畿
務

緯
議
細

区
顎
あ
吐
錫
搬
糖
峨
解

威
鯉
難
舞
”
襲
難
繊
籍
斌

齢
鶏
盤
騨

“
醸
所
 

山
追
加
更
正
予
算
の
件
 

可
 
決
 

ム
昭
和
二
十
七
年
度
町
特
別
会
計
国
民
健
 
ネ

ズ

ミ
と
り
コ
 
ン

ク
ー
ル
 

燃
議
艦

鯛
艦
曜
建
 

抽
銭
発
表

さ
る
 

以
 
上
 
 

抽
鎮
会
の
結
果
．
別
表
の
通
り
当
選
番
号

と
れ
な
か
つ
た
た
め
，
鉄
管
内
の
沈
澱
物

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

の
移
動
に
よ
り
一
時
御
迷
惑
を
お
掛
け
し

今
後
と
も
我
々
に
害
を
興
え
る
ネ
ズ
ミ
た
よ
ら
な
始
来
で
、
其
の
後
暫
時
旧
態
に

を
各
家
庭
で
掛
来
る
だ
け
多
く
是
非
退
治
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

さ
れ
る
採
御
協
力
下
さ
い
。
 

そ
れ
に
つ
い
て
月
一
回
保
健
所
に
於
て

水
の
細
菌
槍
査
を
行
つ
て
居
り
ま
す
が
，
 

』
‘
ー
・
‘
・1
1'（
一
L
・
・
《
 【
“
 
賂
別
滑
生
上
に
は
差
支
あ
り
ま
せ
ん
が
四
 

ーム
，》
月
》
ムー
 
（争ー
司
コ
『
一
「
J
？
月
 
月
負
の
山
水
期
を
見
計
つ
て
鉄
管
内
の
沈
 

（二
月
中
）
 鵬
錯
鎌
鯵
裂
纏
務
帥
誌
 

二
寸
日
鰭
響
究
会
（簾
議
の
考
違
居
り
ま
す
か
ら
何
卒
御
了
承
願

い

叱
勤
碗
か会
  
r
司
（
餌
 
ま
す
。
 

廿
二
日
 演
劇
研
究会
 
午
后
七
時
 

日
曜
学
校
 鰭
融
紗
）
も
飢
乳
紙
a
瓶
ら
也
 

廿
四
日
 
国
連
会
、
青
年
閣
役
員
会
 

廿
五
日
 
ス
ク
ェ
ァ
講
習
会
午
后
七
時
 

廿
六
日
 
晋
災
研
究
会
 
午
后
七
時

什
七
日
 
盤
道
研
究
会
 
午

后
六
時

廿
八
日
 
詩
 
話
 
会
 
午
后

七
時
 

廿
八
年
度
給
与
所
得
者
の
 

町
民
税
申

告
に
つ

い
て
 

一
唯
 
麟
栃
崩
纏

竪
轍
幣

飢
 

九
日

一
七
石
二
八
引
を
慮
過
叱
て
町
完
曲
 

副
組
合
長
 
金
 

川
 
勝
 
三

に
世
り
は
し
津
に
と
は
、
皆
様
の
御
努
力
 

予
 
石
 
井
 
柾
次

郎
 

奄
議
室
に
於
て
町
長
ょ
り
年
内
迄

に
三
十

俵
以
上
完
納
者
ハ
小
九
名
に
対
し
て
、
感

謝
状
並
記
念
品
を
、
三
十
俵
以
下
完
納
者

に
対
し
て
記
念
品
を
贈
る
予
定
と
な
つ
て

居
り
ま
す
。
何
卒
今
後
共
御
協
力
下
さ
る

よ
ら
御
願
い
し
ま
す
。
 

納
税
貯
蓄
組
合
法
に
基
き
今
般
大
町
で
は

二
月
十
一
日
午
后
七
時
上
り
川
要
宴
会
場

に
お
い
て
納
税
貯
蓄
組
合
設
立
組
会
争
」開

催
，
税
務
署
，
蝶
税
亭
務
所
，
役
場
，
青

銀
支
店
が
ら
関
係
職
負
臨
席
し
、
組
合
員

六
十
一
名
ょ
り
設
立
さ
れ
，
組
合
長
、
副
 

恐
 
ろ
 
し
 
い
 

豚
コ
レ

ーフ
 

発
生

に
つ
い

て
 

町
議

会
の
動

き
ー
 「ト 

、ノ 

臨
時
町議
会
（
一鼻

m凹
 

鼻
麟
謬
耕

）
武
拾
冊
 
可
 
決
 

勤議副町
育 議
委 議会
負 議
会員長長
委 
員予ク）l 

額 

評
 
償
 
員
 

一
一
三
、
〇
〇
〇
円
 

一
、七
O
〇
円

以
 
下
 
略
 

冬
季
間
の
 

火
災

予
防
に
 

御
協
力
下
さ

い
 

●

“
ー
●
 
●

！
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'
！
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《
●
《

●
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ー
 

●
！
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》
“

'
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.
A》

．
！
、
！

‘
《
 

／
一
 
 
J
 

r
、
 

既
決
予
算
額
 
臭
、

四
」o
、ロ
者
円
一は
共
の
記
念
物
で
あ
る
o
 

町
 
議
 
会
 
事
 
務
 局
ー
 

m加
更
正
予
算
m
 ー
」
湾
過
濃
譲
嬬
稀
尤
撲
活
淳
 

一
一「
州
α
α
印
 
耐
中
業
費
歳
入
如
町
迎
加
如
I
予
猫
か
ー
の物
で
あ
つ
た
o
創
設
当
時
は
五
所
川
原
 

「
雲
苅

D
畑
 
相
‘

ー
コ
ー
  
J

ー

ー
‘
 

可
‘

火

新
田
十
五
ケ
村
と
、
永
岡
、
姥
蓮
、

一
罫
 

合
 

計
 
翼
，

只
ニ
、」
者
円
一二
年
前
〕
の
創
設
で
、
丁
度
地
方
事
務
所
 

1
1、九
〇
o
円
△
昭
和
二
十
七
年
選
町
特
別
会
計
都
市
計
叱
隣
警
磯
判

噺
」
排
冶
ル
た
様
m
唯
m
 

分
に
御
注
意
下
さ

い
。
 

四
，
 家
の
周
臓
は
罪
の
た
め
い
づ
れ
の
お

宅
で
も
畠
入
ロ
ー
ケ
所
し
か
な
い
の
は

火
災
発
生
の
場
合
に
非
常
に
危
阪
な
水

に
な
り
ま
す
の
で
（
人
命
に
か
、
わ
る
）
 あ

「
た
。
唯
一
っ
女
子
部
の
非
戸
の
み
は

申
分
の
な

い
清
い
水
で
、
手
桶
一
杯
何
銭
 

「と
喪
つ
て
歩
く
人
も
あ
つ
て
、
大
抵
の
家

と
喪
つ
て
歩
く
人
も
あ
つ
て
、
大
抵
の
家
 

滑
 
防
 

本
 
部

消
 
防
 
署

滑
 
防
 
圏
 

廿
（
文学
関
係
図
書
貸
出
中
）
【
 

主
食
の
配
給
制
慶
が
改
正
に
な
り
、
 二
、
 

五
、
八
月
及
ぴ
十
一
月
に
於
て
整
理
を
行

い
も
し
末
受
配
の
方
は
『
打
切
辞
退
』
と

し
て
棚
上
げ
に
な
り
ま
す
か
ら
、
山
来
る

だ
け
そ
の
月
分
は
月
中
造
に

受
配
し

て
下

さ
い
。
又
他
の
市
町
村

へ
韓
山
さ
れ
る
方

は
、
転
入
地
で
は
翌
月
分
ょ
り
配
給
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
御
注
意
下
さ

い
。
 

型
一
昨
 
民
籍

大
会
 
性
 
夜
 

主
貧
つ
犯
合
闘
聖
が
攻
王
に
女
り
、
二
、
 

一
告
知

板
 

水

道
給
水
の
 

お
 
知
 
ら
 
せ
 

き
も
の
で
す
か
ら
、
末
交
付
の
揚
合
は
作

一成
の
上
必
ら
ず
申
告
轡
に
添
付
し
て
提
田

せ
ら
る
る
よ
ら
御
指
示
願

い
ま
す
。
 

申
告
用
紙
は
役
場
税
務
課
に
あ
り
ま
十
 

④
 
回
 
回
 
④
 
＠
 
⑧
 

償
却
資

産

の
巾
告
 

再
び
営
業
者

の
皆
様

へ
 

償
却
資
産
（
商
ぱ

い
道
其
）
の
申
告
方

に
つ
い
て
は
．
本
紙
前
月
号
で
お
願
い
致

し
ま
し
た
が
、
申
皆
の
遅
れ
て
い
る
方
は

二
月
末
日
主
で
に
必
ら
ず
申
告
し
て
下
さ

い
．
そ
し
て
皆
様
と
共
に
行
ら
と
こ
ろ
の

固
定
資
産
の
償
格
の
央
定
に
協
力
し
て
下
 

十
八
日
に
か
け
て
、
懸
下

一
癖
ね
ず
み
と
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
事
は
何
共
お
申
訳
な
さ
い
。
 

一
と
一
道

路
く
じ
の
抽
せ
力
の
結
果

一
 

一
は
町
報
に
て
変
々
発
表
し
た

一
！I
、

一
通
り
で
あ
る
が
、
塘
急
支
沸
 

《
防
増
一
に

「
一い
て
，
四
等
以
下
を
役
 

「
時
1
一
一
関
で
支
沸
し
て
暑
り
ま
ナ
が
 

，
 『
一
．
，山
木
た
帆
”
金
を
叫
又
販
らな

r
‘
へ

が
大
分
あ
る
よ
う
で
す
。
 

た
と
い
拾
円
で
、
，
当
せ
ん
者
は
お
早

く
役
場
庶
務
課
ま
で
お
川
で
下
さ
い
。
 

三
月
十
日
以
後
は
青
恋
、
弘
前
の
勤
業

銀
行
で
な
け
れ
ば
引
換
出
来
な
く
な
り

ま
す
。
期
聞
内
に
至
急
引
換
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

付
 竹

 
林
 
賢
 

一
 

公
署
に
勤
務
し
て
居
る
給
興
所
得
者
に
つ
 

】」
「転
繍
響

（
一競
競
数
二
月

十
日
 

H
d
zコi
 j
一
一
 
．
 

一
月
初
旬
以
来
ょ
り
水
道
水
に
沈
澱
物
書
を
調
製
の
上
至
急
提
川
願
い
ま
す
。
 

臨
時
雇
を
命
す
る
 

昨
年
十
ニ
月
十
五
日
よ
り
今
年

一
月
二
が
混
入
致
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
甚
だ
御
 
尚
源
泉
微
牧
票
は
申
告
書
に
添
付
す
べ
 
数
育
委
負
会
事
務
局
勤
務
を
命
ず
る
 
一
 



日
 

。
ノ
 

昭和 2 8 年 2 月 

普
通
恩
給
を
受
け
て

い
る
者
 

主
の
皆
様
、
ど
ら
ぞ
新
規
学
校
卒
業
者
を
 

(
2）
・
昭
和
二
十
七
年
十
二
浄

一
日
現
在
失
業
の

苦
し
み
か
ら
お
救

い
下
さ
る
よ
ら

恩
給
法
の
適
用
を
受
け
る
公
務
員
と
し
雇
入
れ
に
御
協
力
願

い
ま
す
。
 

て
在
職
し

て
い
る
者
 

(
3）
 
三
年
の
禁
固
以
上
の
刑
に
処

せ
多
 

ニ
、
補
導

所
入

所
生
募
集
 

" ク 柳 

御
出
下
さ

い
。
 

新
 
町
 町

 

J 大小小小山黒三天荒荒

宮野野野上瀧浦童谷谷 

林栄き栄 良十文せ光 , 
太 	 五 
郁ーせ吉淳宏子子っ雄 

ク
 

元
 
町

布
屋
町

ク
 

ク 予 

住
 

民
 
登
 

録
 

届
 

備
 
考
一
右

屈
出
 
紙
は
役
場
に
備

い
て
あ
り
ま
す
か
ら
幕
主
の

印
鑑
を
も
っ
て
来
て
下
さ
い
 

変
 
更
  

?
I
1
'
:

1
L
 J

f
t
?

c
'
 
 

}
!
i

;
I
1
i
1

K
 

 

f
i
 
1

I

-
I
-
 

 

媛

r
,

舞
L
4
1
1
噂
講
で
1
i
:所
を
 
瞬
議

p
c
 

 

て
ん
に
ゆう
仙
市
町
村
か
ち
玉
所
川
原
町

へ
 
 

『

き
魂

L
雄
考
雄
喋
業
 

種
 
類
 
屈
山
の
 

 

（
どら
した
と
き
屈
出る
か）
（
駆
誌
P
K
 

 

腐
 
出
 

原
 
．
因
 

屈
出
期
間
 

た
日
か
ら
 

住
所
を
定
め

十
四
日
内
  0 	O 〇昇 L甚β、かm扉＋冨註＝ー一 

〔
誰
が
屈
鳩
る
の

ゆ
）
  

屈
・
山
 
義
 
務
 
者
 

きにがっ楽帯が田 
はよ員下な主す些 事世世 
本る掛世いがる原 	，四 
人こる帯と犀事則 	件”I丁 
はと 	をきmにと 	“ 
屈が 管はすなし 本m, 
屈山 襲二3らこノ”理 
る来 すここてて 人者主 
な るれとい批 
い もにがる帯 

I住民登録、 
五所川原町長1係で扱い I 届出先 

、ます 

雑
鰐
驚
 

め
た
も
の
 

新
に
住
所
を
定
 

繊
所

変

更
者
  

（
だ
れ
の
こ
と
か
）
 
 

事
 
件
 
本
 
人
 

（当 月 中 ） 

言ク籍究 

3 3 件 

1 3 件 

出 生

死 亡 

決
定
に
つ

い
て
は
選
考
委
員
会
に
お
い
て
 
土
た
カ
斗
ど
剃
ー
ノ
 二
守
h
う
 
ー
 

一丑
フ
‘

r
ノ
．し

1
 

一一
鷺鷺
挙
麟
鍵
響
落
蘇
鯛
靭
鷺
慧
翼
 

一
月
十
三
日
よ
り
十
九
日
ま
で
住
宅
入

は
至
急
役
場
迄
お
間
合
せ
下
さ
い
。
 

、
ギ
 
ト
い
 
島
 
終
島
 

灘
藤
臓
）
纏鱗
滋
鷺
織
議
）
」
扇
g
g

一r
 

役
場
会
議
割
お
い
て行
」富
知
の
住
塁
噛
記
各
号
に該
当
け
る
も
のは
支
給
姦
慧

範

気
智

諏
穀
）
象
場

合
は
どら
ぞ安
定
所
を衛

m
は

』
 

月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
た
基
本
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人
で
そ
の
後

一

新
し
く
有
権
者
と
な
つ
た
人
ゃ
、
基
本
選

挙
人
名
薄
に
暁
落
し
て
あ
る
人
の
鴛
め
に

補
充
選
挙
人
名
簿
を
こ
し
ら
い
て
、
一
人

洩
れ
な
く
投
票
し
て
頂
き
ま
す
か
ら
，
左

記
に
該
当
す
る
人
は
．
三
月
廿
五
日
か
ら

全
二
十
八
日
迄
の
四
日
間
に
選
挙
管
理
委

員
会
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

申
晴
用
紙
は
委
員
会
で
準
備
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
、
印
鑑
持
参
の
上
御
申
込
み
下

さ
い
。
 

記
 

一
．
昭
和
八
年
三
月
廿
五
日
以
前
に
生
れ

た
浦
二
十
才
以
上
の
男
女
 

二
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
廿
五
日
ま
で
に
 

宅
入
居
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
住
宅
の
引
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
 

で
H
そ
の
大
夢

は
誇
来
白
「
（
て
失
磐

渡
し
は
オ
七
日
各
々
完
了

せ
り
。
 

？
）
 
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
一
日
現
在
者
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
，
事
業
 

奥
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
 
け
る
権
利
を
失
っ
た
も
の
 
の

と
ら
り
補
導
所
入
所
生
を
募
築
致
し
て

か
ら
、
明
治
二
十
六
年
一
月
一
日
以
前
に
（
4
）
 
未
亡
人
に
つ

い
て
は
，
夫
の
死
亡
お
リ
ま
す
。
補
導
所
入
所
生
の
就
職
率
は

山
生
し
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
一
日
現
 
後
再
婚
し

た
こ
と
の
あ
る
者
若
し
く
は
】

O
〇
％
で
す
。
 

在
生
存
し

て
い
る
も
の
で
、
左
記
対
象
者
 
亡
夫
の
遺
族
以
外
の
者
の
嚢
子
と
な
っ
 

弘
前
…
機
械
，
木
工
．
建
築
、
補
導
所
 

こ
れ
が
抽
餓
会
を
十
」
ハ
日午
前
十
時
ょ
 

》

‘

!
'

!

‘

《
 
．

l

・
●
！
‘
《
‘
《

●
！

‘
 
,
!

'
!

‘
》
《

！
“
‘
一

●
《

．

！
・
‘
《

‘
 
‘一

‘
！
●

‘

I
、
》

●
‘

、
、
‘●
‘ー

l、
！
 

る
一
般
選
挙
が
行
は
れ
ま
す
が
、
昨
年
九
 

誇

鯛
緒
濃

ゆ
礁
導

監
 
鋳

永
准
ぼ
こ
と
浦
三
ケ月
以
上一
 
旭
 
町
 
共
 
田
却

臓
 

1
1
1
一
ー
 

i
・
ー
 
ー
ー
・
ー
 
ー

ー
i
、
J
 
元
り戯
‘
女
 

こ
の
度
老
令
元
軍
人
に
対
し
，
特
別
給
 
第

八
湯
ゆ
規
淀
「
ょ

り
唾
の
恩
給
を
受

咋
い
と
思
」
け
唯
、
浪
冷
懸
酒
洛
池
で
次

一
金
が
‘
千
譲

i」
 

町
公
営

住
宅
響

響

所
入
居
者
決

る
 

り
 戸

基
本
選

挙
人
名
簿
に
腕
落
し
て
あ
る
 

但
し
左
記
の
人
は
当
委
員
会
で
、
申
請
す

べ
き
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
て
居
り
ま

す
か
ら
，
必
ず
右
期
聞
中
に
当
委
員
会
に
 

経
過
し
て
あ
る
人
 

れ
た
こ
と
の
あ
る
者
又
は
恩
給
法
特
例
 
轍
業
経
験
の
な
い
方
ゃ
，
今
春
学
校
を

‘
・・
；
“
 

ー
 

‘
 
ー
 

『
・
に
．・
一『
。・
“
．
ー
，

．
ー？
ー
一
 
 
l・iに
，
ー
 

「
．
！
ーー

」
・1
'”
い
？
 
ー
【
・
定
 
寧
一
口・
 
ロJ・u】
 

（
潟
斥
」
年
勅令
第淳

m
老
一集
立
っ湾

「
、肇
携
漫
瀧
孫
一
金

難
軒
知
如
認
（
昨年
慶分
ょ
り
〕
 

な
お
申
込
期
日
は
昭
和
二
十
七
年
十
二
月

一
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
二
月
二
十
八
日
 

一
 嘗

m
 
m
緋
魁

m
 

つ
た
者
  

n
H
『
け
一
刊
喝
に
H
ほ
‘
、
辞
達
哨
犀唾
し

て
も
除
騨
等
で
労
働
者
を
必
要
と
す
る

る
も
の
は
、
中
卒
三
十
名
、
高
校
卒
百
名
 

で
あ
り
ま
す
が
、
求
人
数
は
現
在
の
と

こ
身
・
）1え
拝
廷
霞
」
か
瞥
引
りm
小
肥

F
シ

、
一
 

ク ク敷旭 

島 

町町 

大
 
官
 
れ
 
い

角
 
田
 
ヒ
 

サ

柴
 
谷
 
柾
五
郎

柴
 
谷
 
ャ
 
ェ

雇
 
地
 
節

織
 
田
 
信
 
成
 

，

”
 軒
サ「
 

扇

瑞
姦
絵

松
 
枝一
対J
P
は
．探
く
感
謝
致
し
ま
す
 

唯
山
β
谷
浅
隆
 光
 

」
、

J
 
H
 
ン
  
J
 

 
一
 
一
 

一
 

吉
三
郎
 
長
女
 

関
 
根
 
孝

関
 
根
 
千
 
浪
 

泉
 

昭
 
二
 

、
 
 
1

虻
I
村
d
「
一桂
 
子
 

一
金
式
千
七
百
七
拾
円
也
 
二
月
十
二
日
町

役
場
に
て
交
付
せ
り
、
省
清
金
裁

、
十
長男

k
 
り

大
町
募
金
委
負

代
貞
 
原
 
潜
龍

騎
人
会
寄
附
の
タ
オ
ル
百
七
十
本
も
同
時
芽
護

E
子
乏
号
追
 
貝
 

一
金
堂
千
円
也
 
大
町
 
古
川
篤
三
郎

に
交
甘
し
ま
し
た
。
 

ー
工
…
藤

；
・ー
正
 
匪
 

・
・
」・

 
・
 
‘
 
‘
ロ
 
」・

ー
 
ー

一z，一ー
 
‘
 

思
 
作
 
長
男
 

一
金
盤
千
玉
百
船
価
旺
缶
能
繊

・
二
」
・

・
l
・
・
、
 
ま
た
こ
れ
と
と
も
に
寄
附
者
の
絶
大
な
 
川
 
村
 
清
 
喜
 

一
、
 タ
 

き
丁
昔
霧
”
議

灘
鑓

各
郵
乳

九
名
へ旧
正月
見
細と
して
柾駄
郎内
三網
比
古
 

供
米
の
未
完
納
農
家
は
完
納
す
る
ま
で
ぐ
い
え
ー

i
r、
，
 

t
ユ
ノ
‘ラ
と
フ
まl
ら多
十
？
フ
景
．,,
,
,．
喜
代
志
 
五
女
 

去
る

一
月
二
十
四
日
か
ら
米
穀
の
特
別
資
渡
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

一
 
小田
桐
 
札
 
子
 

一
議
繊
撫
戸

う
 

一
 一i

ー
ー
一
ー
、
ー
ー
ー
ー
i
、ー
ー

ー
っゴ
 

龍
泉
寺
修
証
義
講
（
本
年
肥
分
ょ
り
）
右
義
損
金
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
会

K
 

オ
ル
五嚇
臨
確
雄
委
員会

る
御
厚
情
い民生
委
知勲

の
御
難
に
勇如
惑
凄
町
り
 

代
「
嘩戸
正
虻
一畦
販
濠

議
の結
果
、生
活
扶
助
家
庭
九
十
二

匪
太郎
△秒
生
 

一
戸

ィ
ョ
 
葛
西
 
ス
エ
二
E
一1・
三
i
ゴ
ー
し
r
ご
●
、
ニ

」
・
力
太
 

経

化
粧
石
険
「
言
ヒ
十
九
ケ
を
購
入
し
て
，
カ
駄
郎
器
二
女
 

I
千
ーヲ
ー
酢

1
1
 購
経

化
粧
石
険「
言
ヒ十
九
ケ
を
購
入
し
て
，
カ獣
ぎ
二
女
弘
 
子
 

（
葛
西
キ

ョ
 
川
村
タ

カ
『
剥

z
《
三
，

1
弓
ブ
う
者
贈
フ
ー

「
 
．
須
ー
藤
，

,，
弘
 
子
 

‘
．
一
ーi
り
．
ー
‘
"v
'
 
.
'

，
‘
ー
、
ー
．
 一
芳
 
松
‘
四
男
 

一
喜
 
一
 
七
男
 

集
荷

（自
由
集
荷
）
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
一
木
 
村
 

義
 
信
 

す
o
責
渡
し
又
は
資
渡
の
委
託
を
す
る
き
清
奈
載
臭
長
女
 

秀

言
は
『
特
別
集
荷
業
者
』
の
指
定
を
受
け
一
武間
治
山
長
女
 

桂
 

で
い
る
も
の
に
限
つ
ま
す
。
 

一
映
 
長
女
 

ミ
二
、？
…
？
二】
‘
cr、
…
コ
・
『
【
！
二
二
 
葛
 
西
 
悦
 
子
 

一
 

一
 

一
 

齢
郎
山長
男
由電
子
 

成
 
田
 
勝
 
載
 

福
 
造
 
五
女
 

慈
 
藤
 
け

豆
子
 

境
 
信
 
子

良
成
裁
田
長
女
佳
栄
子
 

柾
太
郎
 
三
男
 

留
四
郎
 
二
女
 

幹

郎
葉
ニ
男
京
・
子
 
下
不井
町
 

昭
後
一
  
藤長
男
富
 
男
 

錦
 
町

重
和
喜
田
二
男
政
 
司
 
 
ノ
 

 
敷

島
町
一

準
 
川
 

剛
 
次
 

川
端

町
‘
 

嘉
警

田
二
女幸

恵
 

上
不
井
町

逮
亜
士
三
女と
ょ
子
 
本
 
町
 

「
夢
』
」
友子

田
町
 

新
 
岡
 

幸
 
俊
 

新
 
町
 

下
平
井
町

‘
三‘：
上
 

唯
 
人
 

末

貴
町
 

.
 
 
．
・
ー
光
 
雄
 
長
女
 

上
準
井
町
 
灘
 
谷
 

晴
 
子
 

田
 
町
 

旭
 
町
義

外
雄
崎
長
女
和
 
子
 

川
端
町
 

川
端
町
 

A
死
 
亡
 

「準
非
習議
「

鰭
】
 

錦
 
町
 

杉
 
野
 
喜
 
作
穴
己
 

ー

i
丁
 
鶴
谷
仁
太

郎
公
か
一

柏

原
町
 

郵
馴
割
九
如
「

炎
）
 

錦
 
町
 
三
上

奥
次

郎
臭
き

斉
 
藤
 
ッ
 
ャ
命
。
 

中
率
井
町
輿
 
作
 
妻
 

・
 

成

田
ソ
 
ソ
 
コ
Q
加
）
 

敷
血

r
町
 

ョ
Q
『
一
）
 
栄
 

大
 
町
 
牛
 
滞
 
隆
 
治

（
益
）
 

岩
木
町
 
帥
略
？
銀
一

一
 

栄
 
町
 

木
 
野
 
識
 
雄
臭
巴
 

報
 

町
 

原
 

ー
 

!
 

j
 所

 
五
 

号
 

第
 

一
老
令
元
軍
人
に

特
別
給
与
金
支
給
 

 

町

長
選
挙
の
た
め

に
 

新
し

い
選
撃
人

名
簿
調

製
 

該
当

者
は
申

告
し

ま
し

よ
う
 

 

  

ク
 

J
 
予
 
ク
 
上
禰
 

罪
生
 

町
町
 

下
平
井
町

ク
 

ク
 

・
・
十七
日

住

宅
引

渡
完

了
 
」
藤
誌
媛
給
金
額は
一
人当
り
金
 

予
 

宍
 
戸
 
昭
 
一
 

新
宮

町
 

岩
 
谷
 
長
 
作

こ
の
慶
調
製
す
る
補
充
選
挙
入
名
簿
に
登

載
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
る
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